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～共創拠点化の推進に関する議論のとりまとめのポイント(私見)～

一般社団法人キャンパスとまち計画研究所 代表理事／千葉大学 名誉教授

上野 武

キャンパス・地域の老朽改善と共創拠点化

2024.07.18 今後の国立大学法人等施設の整備充実に関する調査研究協力者会議（第２回） 資料２





老朽改善の整備費も付かないのに、どのようにキャンパスの共創拠点化を進めるべきか？

大学施設部署の悩み



どうしたら多様な財源が獲得できるのか？

大学施設部署の悩み



施設・インフラの総量適正化を図りながら
地域を知識基盤型共創拠点（知の拠点）へ転換していく

l 18才人口の減少
l学び直し需要
l地域産業振興
l・・・・・

施設マネジメントに関連する地域と大学の共通課題

キャンパスのようにまちをつくり、まちのようにキャンパスをつかう

まちのようにキャンパスをつくり、キャンパスのようにまちをつかう
大学から地域に向けて

地域から大学に向けて

l施設の老朽化
l持続的な施設活用
l創造的な施設改修
l・・・・・



l大都市圏への人口集中地域社会の現況
地域社会の課題と変化する大学の役割

自立型地域社会形成のため、地方都市･地域における大学の役割が重要

• 高齢社会の到来
• 少子化
• 人口減少
• 都市の縮退
• 地方都市の衰退
• 農山漁村の疲弊

• シャッター商店街 • 耕作放棄地

京都議定書（1997）
2008-2012

-6% from 1990

-26% by 2030, from 2013
-80% by 2050, from 2013

低炭素社会の実現

出所：東京大学高齢社会総合研究機構

パリ協定 （2016）

-46% by 2030, from
2013

-排出量0 by 2050

政府目標 （2020）

793の大学
（国立82、公立590、私立590，その他26）

1,741の自治体
（市792、特別区23、町743、村183）

国立大学86校の所在地



東広島市と広島大学の連携

フェニックス国際センター 未来CRIEA

【お問合せ先】
東広島市役所 総務部 政策推進監
広島県東広島市⻄条栄町8番29号
TEL︓082-420-0917／FAX︓082-420-0402

これまで、本市は、第五次東広島市総合計画に掲げました広島大学を中心とした「世界に貢献するイノベーション創
造のまち」を目指すため、「科学技術イノベーションによる地域社会課題解決(通称「DESIGN – i 」（デザインアイ）」
を活用した新しいまちづくりを検討してきました。

広島大学と共に取り組んでいる「Town ＆ Gown」を中心に検討する中で、多くの民間企業からも関心を持ってい
ただき、こうした企業と一緒に検討してきた内容を新しいまちづくりの構想「次世代学園都市構想」として取りまとめ
ました。

これが構想の最終形ではなく、これをたたき台として取組みを進めつつも、しっかり議論をしながら、随時、社会の
変化に対応させていくものとしております。

東広島市次世代学園都市構想 2022概要版
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• 「Town & Gown」(※)の推進

• スマートシティ共創コンソーシアムの形成
（企業を呼び込む仕組み）

• 大学と都市がセットで選ばれるための基盤形成

・イノベーションが起きる仕組みづくり
～快適性や利便性を含めた新たな価値の創出～

・グローバルスǿンダードな生活環境づくり
～国際色豊かな魅力ある都市拠点の形成～

・人づくり（学びと実践）
～地域全体のグローバルな頭脳循環への参加～
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(※) 持続可能な未来のビジョンを共有する市と大学が地方創生を実現し、持続的な地域の発展と大学の進化をともに目指すもの
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Well-beingWell-being

短期㻔２〜３年㻕 中期㻔５〜１０年㻕 ⻑期㻔１０〜２０年㻕

本構想を実現していくための推進母体として、東広島市・広島大学・民間企業による「広島大学スマート

シティ共創コンソーシアム」を設立しました。

広島大学とその周辺エリアを中心に、最先端技術の実証や国内外から起業家や研究者が集まるイノベー

ション創造の仕組みを構築し、Well-being、SDGｓ、ポジティブピースの実現を目指します。

【STEP１】
⼤学と⺠間による先⾏的な
取組みの起点として、

対外的な関⼼度が⾼まる

【STEP２】
産学の研究開発が加速し、
住⺠・来訪者が増え、

既成市街地への依存度が⾼まる

【STEP３】
街の魅⼒が増し、

新たなビジネスが生まれ
住⺠・来訪者が増加

（2050年）（2050年）

住友商事、ソフトバンク、フジタ、三井住友信託銀⾏、
中国電⼒、復建調査設計、ダイキン⼯業、サタケ など

市⺠への
サービス展開

市全域への
波及

市内産業への
波及人口増加

【Town & Gown】 【⺠間企業】

東広島市、広島⼤学

先端技術の実証・実装による
Well-beingの実現広島学䝇䝬䞊䝖䝅䝔䜱ඹ䝁䞁䝋䞊䝅䜰䝮
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新しい成長力を生み出す世界的な頭脳循環都市

サステナブル・ユニヴァーシティǿウン

(※) 公的資以外の収入基盤を多様化し、地域社会の解決に目を向けながら、
先端的な学術・研究の実施を展開していく高等教育の新しい運営理論。

〇世界から起業家や研究者が集まるまち

〇新技術の社会実装と経済の好循環の実現

〇ゆとりと魅力ある居住空間の実現

〇「適散・適集社会」の新たな都市モデルの構築

䛆䠏䛴䛾ྲྀ⤌䛇

【新たな都市機能の案】
既存のエリアを活かしつつ、必要な機能
が周辺に広がっていくイメージ

この未来ビジョンは次の2つを両輪として、当該
地域がグローバルな頭脳循環のハブとなり、人口増
と民間主導の活性化を達成しながら、将来的に日本
のロールモデルのひとつとなりうる「サステナブル
・ユニヴァーシティ・ǿウン」を創りあげることと
しております。

○広島大学の「アカデミック・エンǿープライズ」
を駆動しながら、本学の新しい平和科学の理念であ
る「持続可能な発展を導く科学」を創生・展開・ま
ちづくりに活用すること。

〇東広島市の総合計画やそのインǿーカルチュラ
ル・シティ構想を、民間の知見も生かしながら戦略
的に推進することで、世界の若者や起業家に選ばれ
る環境を構築・展開すること。
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Well-beingWell-being

(※)

出典: https://www.city.higashihiroshima.lg.jp/material/files/group/8/city-concept.pdf

広島大学、東広島市、住友商事株式会社、ソフトバンク株
式会社、株式会社フジタ、 三井住友信託銀行株式会社、中
国電力株式会社、復建調査設計株式会社、ダイキン工業株
式会社、株式会社サタケ、日産自動車株式会社、株式会社
イズミ

（１）研究開発
（２）人材育成
（３）スマートシティ実装研究
（４）広報活動



地域と大学の対立 Town and Gown Battle

出典：http://www.dailyinfo.co.uk/guide/cartoonist/townandgown.html

1209年殺人罪で学生を処刑

1355年3日間の暴動勃発

国王からの大学への特権授与

対立を逃れた学者たちが
ケンブリッジ大学を設立

町と大学の対立が続く



地域と大学の連携 Town and Gown Partnership

出典：http://www.ccsu.edu/neighborhoodinitiatives/

出典：https://hupad.harvard.edu/reports/ 出典：https://ogcr.mit.edu/towngown

出典：https://www.townandgown10k.com/oxford/



長岡技術科学大学

長岡崇徳大学

長岡造形大学

長岡工業高専

長岡大学

約４㎞

約８㎞

長岡市と市内高等教育機関の連携

2011年設立

「まちなかキャンパス」や「ミライエ長岡」による地域共創拠点の形成
新産業創出・6次産業化･人材育成

まちなかキャンパス長岡

• 長岡市
• 長岡技術科学大学
• 長岡造形大学
• 長岡大学
• 長岡崇徳大学
• 長岡工業高専 の連携キャンパス

ミライエ長岡
2023年開設 https://miraie-nagaoka.jp/

• 副市長が副学長に就任

• 前理事長がまちなかキャン
パス長岡・学長に就任

https://miraie-nagaoka.jp/


長岡市役所

2023.7.22 OPEN

新世代の交流拠点



PORTLAND STATE UNIVERSITY

JUNE 2010

University District Framework Plan

WALKABLE & WELL-CONNECTED PRODUCE ENERGY FROM RENEWABLE SOURCES

キャンパスは生きた実験場（リビングラボ）



キャンパスは生きた実験場（リビングラボ）

メガソーラー : スイス連邦工科大学ローザンヌ EPFL

epfl – pres 11.06.09

The largest solar plant in Switzerland

-> A partnership with “Romande Energie”
-> 20’000 m2, 20 Mio CHF, 2 Mio kWh/year
-> Construction 2009 – 2011
-> Integration of a research infrastructure around solar energy

SustainabilityEPFL Strategy
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第１部
第３章

我が国の未来の成長を見据えた「イノベーション・コモンズ（共創拠点）」の更なる展開に向けて
（令和５年10月 国立大学法人等の施設整備の推進に関する調査研究協力者会議）

『「イノベーション・コモンズ（共創拠点）」の実現に向けて』（令和４年10月）の続編として、有識者会議（主査：西尾章治郎 大阪大学総長）において、新たに、あらゆる活動に共通する事項として、「デジタル技術も駆使
したハイブリッド型環境の整備」及び重点事項として、①デジタルやグリーン等の成長分野等の社会課題に対応した人材育成・研究を支える環境整備、②地域を中心とした産学官連携強化による人材育成を支える環境整備、③多様
な主体に開かれた魅力ある環境整備、④グローバル化に対応した国際競争力のある環境整備 について更なる検討を行い、国立大学等施設の整備の考え方や取組のポイント、今後の推進方策等について、とりまとめた。

〇 国立大学等キャンパス・施設は、我が国の高等教育と学術研究の水準の向上・発展を図るための「国家的な資産」を形成するものであり、地域の貴重な「公共財」。
〇 国立大学等キャンパス・施設について、教育未来創造会議における議論等も踏まえた以下の諸課題に対して、ソフト面での対応と合わせて、ハード面での対応が必要不可欠であり、社会課題や時代の
変化に応じた更なる展開を図っていくことが急務。

③多様な主体に開かれた
魅力ある環境整備

※「イノベーション・コモンズ」とは、多様なステークホルダーが「共創」し、我が国の未来の成長を支える人材育成やイノベーションの創出等を行う拠点。

①成長分野等の社会課題に対応した
人材育成・研究を支える環境整備

②地域を中心とした産学官連携強化
による人材育成を支える環境整備

共創拠点の更なる展開に向けたキャンパス・施設等の整備の考え方・取組のポイント

【共通】デジタル技術も駆使した
ハイブリッド型環境の整備

今後の
推進方策

・多様な学生・研究者等のニーズも踏ま
え、デジタル技術を最大限活用した上
で、対面による教育研究のメリット・
効果を最大限生かせる環境整備が重要

・キャンパスが「スマートシティ」の取
組に資する実証を行う場としてイノ
ベーションハブとなる等、実空間の価
値を生かしていくことが重要

・DXやGX等の成長分野等の社会課題に
対応した人材育成や研究の強化を支え
る施設環境の確保が必要

・地域や産業界等との共創や分野を超え
た共創を支える環境整備が重要

・地域連携プラットフォームと連携
した共創拠点の整備や地域産業振
興・スタートアップ創出のための
拠点整備が重要

・ジェンダー、年齢、国籍、障害の
有無等の多様性を受け入れる環境
整備が重要

・生活環境や出産や育児等との両立
にも配慮した環境整備も重要

・国内外の学生や研究者を惹きつける
キャンパスの質及び魅力の向上を図っ
ていくことが急務

・国際的にも魅力ある教育研究環境の整
備、混住型宿舎等の生活環境の整備、
国際交流・発信拠点の整備等が重要

〇 国は、予算のより一層の確保・充実や情報発信の強化、多様な財源の確保や制度の活用に向けた取組の推進等に取り組むことが重要。
〇 国立大学法人等は、各大学等の強みや方向性を踏まえた共創拠点化の取組の推進や共創活動を推進する体制づくり（施設系職員の活
躍・育成やURA等の育成・確保、共創に係る対外的な窓口の明確化と学内連携体制の構築等）等に取り組むことが重要。

〇 地方公共団体・産業界は、共創拠点化の企画段階からの参画や必要な予算確保、体制強化、各施策との連携等に取り組むことを期待。

④グローバル化に対応した
国際競争力のある環境整備

これからの大学等に
求められる対応

〇 共創拠点は、ソフト・ハードの取組が一体となり、大学等のキャンパス全体が有機的に連携して多様なステークホルダーによる共創活動を実現する拠点であり、個別施設の計画のみならず、
各施設や外部空間等の相互の連携を踏まえた、キャンパス全体の計画・整備が重要。

〇 我が国の成長をけん引する人材育成やイノベーションの創出等に向けては、今までに大学等が蓄積してきた知の総体を最大限生かしつつ、新たな課題に対応していくことが重要。
〇 大学等を取り巻く状況の変化に対応して共創拠点のあり方も多様なステークホルダーとの対話を重ねながら、継続的に見直し、時代の変化に応じた更なる展開を図っていくことが重要。

第１部
第１章

第１部
第２章 第２部

学生や教職員、産業界や地方公共団体、地域住民等との交流を促進する各施設と
キャンパスマスタープランによるキャンパス全体の共創拠点化 各キャンパスの立地や研究領域の特性を生かしつつ、キャンパス全体の

ウォーカビリティを高めるなど、特色ある共創拠点化を推進
地元産業と連携した拠点づくりをはじめ、ものづくりや医療、
食などの各分野からキャンパス全体の共創拠点化を推進

脱炭素社会実現のための共創拠点 多様な交流を促進するオープンラボ
屋外空間も含め地域と大学をつなぐ 産学連携のスタートアップ拠点

共創拠点の整備

【国立大学等の現状】
老朽化が深刻。旧来型の
未改修施設では、研究室
が小割され、たこつぼ化
し、共創活動に対応でき
ていない。

小割された教育研究環境

＜産学官連携したまちづくりと一体となった共創拠点化の取組＞
千葉県柏の葉地区における公民学連携による地域の共創拠点化の取組や東京都八重洲地区における社会人教育の場の展開

多様な学生・リカレント教育の場 大学・高専・産業界・市が共同運営する
コワーキングスペース 多様な交流を支える国際宿舎 日本文化の研究・発信拠点デジタル化の体制強化と合わせた

情報化推進統合拠点の整備
キャンパスを実証の場として、
研究成果の技術検証やビジネス
モデルの検証を継続的に実施

①

② ⑤

⑤

③

⑤

③

④

東山キャンパスアクションプラン
①東海機構プラットフォームの実現
②グリーンベルト周辺への教育スペース再編
③グローバル最先端研究拠点と産学連携研究拠点の連携
④工学部７号館北側地区での学生課外活動拠点の再生
⑤文教地区や本部地区、農学部地区の再生計画の立案
⑥屋外環境の整備

無断転載・複製を固く禁じます。

車交通路等
身障者用P等
自転車路等
歩行者動線
緊急避難路
バス路線
回廊
EV
緑地
既設建物
新設建物
下層ピロティ




